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文序

えびの市は、日向・薩摩 。大隅の分岐点にあたり、古 くから様々な文化が交流 した地

域です。現在は九州縦貫自動車道も開通 し、南九州の要となっております。

市内中央を西流する川内川の氾濫原よりも高位にある段丘面のほとんどは周知の遺跡

となっており、遺跡の宝庫ともいえる地域です。

昭和60年度、上江・池島地区180haを対象とする県営圃場整備事業が着工 しました。

対象地域は全面が周知の遺跡となっていることから関係機関との協議や事前の試掘調査

を重ね、保存が困難な地区については、数次にわたって発掘調査を実施 してきました。

昭和61年度に調査 した永田原遺跡と昭和62年度に調査 した小木原遺跡群蕨AB地区と口

ノ坪遺跡については、すでに『発掘調査報告書 I』 として本報告が刊行されております。

本書は、昭和63年度に調査 した蕨 CD。 久見迫・地主原地区、平成 2年度の六部市遺

跡、平成 4年度の蔵元・ 中満 。法光寺遺跡、さらには平成 5年度の法光寺遺跡 (第 2次 )

の調査報告書であり、総まとめでもあります。縄文時代から近代に至るまで、様々な遺

構や遺物が出上 しており、上江・池島地区の合地の開発の歴史が明らかになりましたが、

本書が学術資料としてだけでなく、社会教育や学校教育の場で活用され、埋蔵文化財の

保護に対する理解と認識が深まれば幸いです。

末筆ながら、調査にあたって御指導・御協力いただいた諸先生方および県文化課の方々、

調査終了後の整理作業から原稿執筆まで御協力いただいた県文化課の方々ならびに調査

に対 して御理解・御協力いただいた工事関係者 。地元の方々、発掘作業および整理作業

に従事 していただいた方々に対 しまして厚 く御礼申し上げます。

平成 8年 3月

えびの市教育委員会

教育長 平 田 郁 郎



例   言

1,本書は、上江・池島地区県営画場整備事業に伴う小木原遺跡群蕨地区、久見迫

B地区、地主原地区、六部市遺跡、蔵元遺跡、中満遺跡、法光寺遺跡 (1・ 2次 )

の発掘調査報告書である。

2.事業は西諸県農林振興局の委託を受けて、えびの市教育委員会が主体となり、

県文化課の協力を得た。

3。 本報告書の執筆分担は以下のとおりである。

はじめに…………Ⅲ……・………………………………・中野 和浩

小木原遺跡群 蕨・久見迫 B。 地主原地区……Ⅲ…・…・同 上

原田・ 上江遺跡群 六部市遺跡・……Ⅲ………………・東  憲章 (県文化課)

原田・ 上江遺跡群 蔵元 。中満 。法光寺遺跡 I・ ……戸高真知子 (県文化課 )

原田 。上江遺跡群 法光寺遺跡 H… ………………・中野 和浩

4.小木原遺跡群においては、土壌分析を宮崎県総合農業試験場の有村玄洋氏に、

プラント・ オパール分析を宮崎大学農学部の藤原宏志教授に委託 し、それぞれの

玉稿をいただいているので加えて報告する。

5。 出土遺物および関連資料は、えびの市歴史民俗資料館に保管 している。

6.本書の編集は中野が行なったが、遺構の略号や表現方法・文体などは統一 して

いない。
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I.は じめに
1.調査の経緯

上江・池島地区県営圃場整備事業は総面積が180haに

及び、しかも全域が周知の遺跡である。事業は昭和59年

度に着手し、平成 7年度に完了である。

昭和61年度には永田原遺跡を、昭和62年度には小木原

遺跡群蕨地区 (A・ B地区)と ロノ坪遺跡を発掘調査し、

その結果は『調査報告書 I』 として刊行されている。

昭和63年度以降も事前の発掘調査が必要となるのは必

至であり、年度ごとに西諸県農林振興局 。県文化課 。県

土地改良連合会 。上江土地改良 。市耕地課および市教育

委員会で埋蔵文化財の保護について協議を行ない、県文

化課による試掘調査結果と事業計画図とを照合 し、発掘

調査が必要となる区域を決めて実施 した。

各遺跡の調査期間は以下のとおりである。

蕨 。久見迫 B・ 地主原地区

昭和63年 8月 9日 から平成元年 2月 2日 まで

六都市遺跡

平成 2年12月 4日 から平成 3年 2月 8日 まで

蔵元 。中満 。法光寺遺跡 I

平成 4年 11月 15日 から平成 5年 3月 11日 まで

法光寺遺跡H

平成 5年11月 ■日から12月 8日 まで

2.調査組織

特別調査員

鹿児島大学教授 上村俊雄 (昭和63年度)

宮崎大学教授  藤原宏志 (昭和63年度)

県総合農業試験場 有村玄洋 (昭和63年度)

佐賀県立九州陶磁文化館 大橋康二 (昭和63・ 平成

4年度)

調査主体 えびの市教育委員会

教  育  長 平田敏正 (昭和63年 。平成 2年度)

平田郁郎 (平成 4年度～)

社会教育課長 萩原利典 (昭和63年度)

上別府文夫 (平成 2年度)

外園秀雄 (平成 4・ 5年度)

藤嶋 勉 (平成 5年度～)

課 長 補 佐 上別府文夫 (昭和63年度)

野間寛俊 (平成 2年度)

境田 貢 (平成 4年度)

馬越脇泰二 (平成 5年度～)

社会教育係長 浜松政弘 (昭和63年度)

境田 貢 (平成 2年度)

松田輝久 (平成 4年度)

上加世田たず子 (平成 5年度)

木村政― (平成 7年度)

主 事 。事 務 白川良― (昭和63年度)

上加世田たず子 (平成 2～ 5年度)

赤崎由美 (平成 4年度～)

静  査  員 中野和浩 (昭和63年度～)

由豊漁

官寺県教育庁文化課主事 東 憲章 (平成 2年度)

同    上    戸高真知子 (平成 4年度)

同    上    吉本正典 (平成 5年度)

‥ 力

九州大学文学部   助手  西健一郎

宮時県教育庁文化課 係長  面高哲郎

同  上  主任主事  永友良典

なお調査にあたり、工事関係者や、亀園耕作氏 (土地

改良理事長)をはじめとする上江地区の地元の方々には

多大な御援助・御協力を賜り、調査が円滑に進んだ。
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3.遺跡の位置と歴史的環境 彿 1図 )

本書に報告する遺跡群は、本市の盆地中央を西流する

川内川とその支流の池島川に挟まれた広大な低位段丘

(原 田・上江遺跡群 (2)と して周知)の西半部に位置する。

旧石器時代

遺構は発見されていないが、妙見遺跡でナイフ形石器

12点 、象J片尖頭器 1点、合形石器 1点、三稜尖頭器 1点、
(2)

細石刃核 4点、細石刃13点が、八幡丘遺跡 (38)でナイフ

形石器 1点が出上 している。

遺跡としては、標高280m以上の高位面に立地 してい

ると思われる。

縄文時代

周知の遺跡ほとんどで遺物が発見されているが、大ま

かな傾向としては高位段丘に早期、中位段丘に前期～中

期、低位段丘に後期、最低位段丘に晩期の遺跡が多い。

早期の調査例は少なく、妙見遺跡で集石遺構が13基、

二本杉遺跡 (ア )では22基検出された。また、八幡丘の切

り通 しには数期の集石遺構が露出している。

後期に入ると遺跡が増大する。役所田遺跡 (77)では大

型土坑と後期中頃～晩期にかけての土器片が 8万点余り

出土 している。上田代遺跡 (工 )では9軒の竪穴式住居な

どのほか、中期末～晩期前半の土器片が4万点余り出土

している。

晩期の桑田遺跡 (50)か らは突帯文土器を伴う濤状遺構

や土坑が検出され、プラント・オパールも発見された。

弥生時代

前～中期の遺物は稀少である。後期の遺跡は年々増加

し、広畑遺跡 (21)の北東部と南東部、永田原遺跡 (46)、

二本杉遺跡、本地原遺跡 (イ )、 松山遺跡(ウ )では花弁状

住居が検出されている。

古墳時代

現在、高位段丘面でのみ竪穴式住居が発見されており、

妙見遺跡では41軒、馬場田遺跡 (33)で10数軒、内丸遺跡
⑫

で 3軒、園田城跡で 2軒、上田代遺跡でW軒を数える。

水捌けの良い洪積世砂礫段丘には板石積石室墓や地下

式横穴墓群が営まれる。これらは島内・灰塚(75)。 小木

原、遠 目塚 (39)、 建山(40)、 芋畑 (22)、 杉水流 (37)の

7地域に数基～数10基単位で群集する。なお、上田代遺

跡では小型のもの 1基が発見された。

小木原では、昭和62年度の蕨地区の調査において、木

蓋土墳墓52基、木棺墓 6基、板石積石室墓 8基、横口式

土墳墓 7基、地下式横穴墓60基余りが確認されている。

島内と建山には復元推定直径23mの墳丘があり、首長墓

の規模の画一性を推定させる。

γヽ＼
｀

i8

56も

1狂ユユ| 0          11XXlm

遺跡の位置と周辺の遺跡分布図 (1:50,000)
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近世以降奈良時代

島津氏支配の後は、増々耕地が拡大されるとともに、市内で最も稀薄 した時期 (氾濫原に降りているのか)

⑭)  
整備が繰り返される。集落は合地の縁か山裾へと移動し、で、天神免遺跡で須恵器の骨蔵器 2点が、妙見原遺跡の

最大限の可耕地を生み出す。遺物包合層から数点の遺物が出土 しているにすぎない。

集落において欠かせない井戸は、本市においては近代平安時代

に至るまで登場 しない。豊富な湧水に恵まれているから広大な合地 (段丘面)の開発が始まり、合地中央部付

である。近に居住 して周辺で畑作 (陸稲も含む)を営むか、最低

註位段丘に居住 して谷や氾濫原で水稲耕作を営んでいたと

(1)宮崎県教育委員会『野久首遺跡・ 平原遺跡・妙見遺跡』1994

994

9つ

   卜木原遺跡群、永田原遺跡、   (2)『えびの市史 上巻』えびの市 1

思われ、小路ノ下遺跡(78)や 4

(3)(1)と 同 じ田代地区遺跡群 (59)な どで集落跡が発見されている。

(4)平成 6年度調査、未報告
⑫)     

落端縁の旧谷から墨書土器昌 明 寺 遺 跡 の 調 査 で は 、 集 :              (5)え
びの市教育委員会 限 江浦地区遺跡群 役所田・小路ノ下遺跡』Ю98

や 越 州 窯 系 妻諦厳、 ラ代審詩。     (6)    同    『田代地区遺跡群 上日代遺跡』1994146点 (う ち33点 は黒色土器 )

(7)中野和浩「官埼県えびの市桑田遺跡」『 日本考古学年報 43』 日本考古学協会1992
鰺)        

物・下駄・鋤 。鍬・柄 。割
              1994

木 製 品 (椀 。
皿

。
箸 ・ 櫛

。
曲 イ

              (8)官 崎県教育委員会 隊 地原遺跡』 ]

り 物 )な ど も 出 上 し 、 南 九 州 で は 注 目 さ れ る 。        (9)ぇ びの市教育委員会『 田代地区遺跡群 上田代・ 松山・ 竹之内遺跡』1995

直跡群  内丸・ 弁財天・ 馬場日追跡』 1992(10)    同     『 長江浦地区

'

の
       頃廃絶 した寺跡で、布 目瓦法光寺跡 (49)は10世紀前半|              (11)同

上

【所収
を 有 す る 。 軒 瓦 は ま だ 発 見 さ れ て い な い 。

         (D平 成 3年度調査,未報告、 (2)1

(13)平 成 6・ 7年度で47基を調査,短甲 2・ 冑 1・ 蛇行剣 8～ 9ほ か多数出土中世
                          Q3～ 憾)は (2)所収

t991
人口増加、耕作地の拡大に伴って集落も合地縁辺部に

   (1。 ぇびの市教育委員会隊畑遺跡』:

『永四原遺跡・小木原遺跡群蕨地区・ロノ坪遺移動 していく。合地では計画的な直線の水路や畦畔が築   (19永友良典「だヽ木原遺跡群蕨地区」

かれる。肥沃な氾濫原も含めた盆地一帯は領土争奪戦の
              』1996(211)え びの市教育委員会『 妙見原遺跡 .

的となり、市内の丘陵突端部33ヶ 所に山城が築かれる。    el)(5)と 同じ
∽)      

調査を実施 しているが、平
              が困難

園田城跡(3)は、唯一発掘
               。910～ 1雖紀代のもので、年代決定

安 時 代 の 集 落 と 重 複 し て い る た め 、 郭 内 の 構 造 を 復 元 す    。。 ぇびの市教育委員会『えびの市遺跡群詳細分布調査報告書』1985

(%)(2)と 同じるのが困難である。

番 七 遺  跡  名 時   代 主 要 遺 構 ２５
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遺跡周辺の航空写真



小木原追跡群

蕨地区 (c・ D地区)

久見迫 B地区

地主原地区



凡  例

1.本編で使用 している遺構番号は、昭和62年度調査区

との継続にしている。

2.地下式横穴墓については、概要報告では蕨 C地区と

久見迫B地区を区別せずに通番で番号を付けた (ST―

3001～3035)が、本報告では、蕨C地区にはST-3001

～3022、 久見迫B地区にはST-4001～ 4013と 改変して

いる。

3。 濤状遺構 (SD-21～64)と土族墓 (SK-101～■1)

については、概報どおりである。
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小木原遺跡群の調査

I.1ま じめに

昭和63年度圃場整備事業は、本市大字上江字蕨 。久見

迫・地主原・官原地内300,000ポ に計画された。当該地

域は小木原地下式横穴墓群の分布域であり、昭和62年度

蕨地区の調査において古墳時代の墳墓群を検出している

ため、関係機関と協議を重ね、試掘調査と本調査を繰り

返 して実施 した。

試掘調査には、昭和63年 8月 9日 ～13日 、9月 7日 ～

10月 6日 、さらには同月21日 ～11月 1日 を充て、本調査

を9月 29日 ～10月 20日 および■月14日 ～平成元年 2月 2

日に実施 した。出土遺物の整理作業は3月 31日 まで継続

し、平成 5年 4月 22日 ～ 8月 31日 、平成 6年10月 7日 ～

同月19日 、平成 7年 1月 5日～ 3月 31日 、 7月 3日 ～10

月13日 にかけて実施 し、一連の作業を完了した。

1.は じめに

調査は休耕地に限られたが、微高地のC～ D付近と」

付近を中心に設けた (第 1図)。

2.基本的層序

層序は上からI層 :表土 (耕作土)、 H層 :床土・客

土、Ⅲ層 :黒灰～黒色土 (火山灰)、 Ⅳ層 :黄～黄褐色

微砂質土 (ア カホヤ火山灰)、 V層 :暗茶褐色ハー ドロー

ム (黒灰色土が斑状に混入)、 Ⅵ層 :暗灰～淡黒灰色土

(火山灰)、 Ⅶ層 :淡黄褐色～淡茶褐色土、Ⅷ層 !砂礫

層に分別した。

Ⅷ層は約15,0∞年前の段丘堆積物で、約 4mの厚さが

ある。下層にはシラス (入戸火砕流)が堆積 している。

市内の低 。中位段丘は上記の基本的層序を形成している。

Ⅷ層は数10m単位で凹凸を繰り返 し、浅い谷が幾筋も

入っている。以後皿層までは均―した厚さで堆積するた

め、自然と微高地が出来上がる。古代 。中世には、この

微高地を居住地としている。

3.試掘滞の調査 (図版 1)

試掘濤A  濤状遺構を確認 したため、重機で拡張し

た。その結果、重複する東西方向の濤 (SD-24)と 南

北方向の濤 (SD-21～23)を検出した。SD-21は 幅

11.6m、 深さ0.9mを測り、埋土から土師器の細片が 1

点出土 している。SD-24は 現在の用水路とほぼ並行す

る、幅 1～ 2mの水路で、埋没後、幅・ 深さ50cmの水

路が掘削されている。埋土から、近世末～近代の陶磁器

が出上 している (第 2図,65図 -1.2)

試掘滞 B～ E  中世の上器片や柱穴 。濤状遺構を検

出した。

試掘溝 F  直径25～35cmの 柱穴約20基を検出した。

埋土から、須恵器片と土師器片が若干出土 している。

試掘溝GoIoJ  近世～近代の遺物を含む多数の

柱穴や濤を検出した。

試掘溝H  すでに天丼が陥没 した地下式横穴墓 (S

T-4011)と 、その玄室部に重複する円形の土墳墓を検

出、竪坑の西側では須恵器と土師器の破片がみられた。

詳細は、久見迫B地区の中で記述する。

Ⅲ口発掘調査

1.試掘滞Cl拡張区 (第 3・ 6図、図版 2)

施工上削平される部分において、調査を実施 した。

I・ H層を剣ぐと、東半分はⅣ層が露出した。遺構面

は西に傾斜 し、濤状遺構 6条と土坑 3基、掘立柱建物跡

1棟、柱穴50基余りを検出した。SD-26は幅50～80cm、

深さ20cm内外の濤で、17世紀代の陶磁器が出上 してい

る。当濤の80cm南 には、並行する濤 SD-27が走 り、

畦畔と水路を構成 している。 SD-30と 25は東西に彎

曲する濤で、15～ 16世紀を想定 している。 SB-01は

2間 ×3間 (4.3× 6.4m)の建物である。柱穴の直径は

40cm内外であるが、深さは一様ではない。年代決定で

きる遺物は出土 していないが、13～ 14世紀と思われる。

調査区の西側のm層内には、弥生中期末～中世の遺物

が散在 していた。調査区の西側にも当該期の遺構が埋蔵

している可能性がある。

2.試掘溝 Dl拡張区 (第 4～ 6図,図版 3)

試掘濤Cl拡張区の南側、試掘濤Dl周辺を拡張した

調査区で、前者とは様相が異なる。柱穴は皆無で、土坑

2基と濤状遺構 4条を検出した。

SK-103は 、長軸1.40m、 短軸1.03m、 深さ0.60m

で精円形を呈し、底面にはアカホヤ塊があるものの、出土

遺物は無い。構造的には木蓋土壌墓と思われる (第 5図 )。

濤状遺構は、すべて砂が大量に流れ込んでおり、充分

に機能している。SD-31・ 34は直線的で、特に後者は幅

2.lm、 深さ0.94mの大濤で、土師器や陶器・鉄鏃などが

出上した。 SD-32・ 33はこれ以前に掘削された濤で、彎
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曲していることから、旧地形もしくは旧地割に沿ってい

たものと思われる。

3.蕨 C地区

昭和62年度に発掘調査した蕨A・ B地区とは県道を挟

んでいるだけであり、西南から延びてくる谷までは墳墓

群が存在すると考え、 1～ 3区に小区分して表土象Jぎを

行なった。その際、 5～ 6基の地下式横穴墓の玄室が、

重機の重みによって陥没した。その他の墳墓は、すでに

天丼が陥没 して黒上で充員していた。

調査は、施工による削平深度によって、 1区を全面調

査、2区は地下式横穴墓のほか必要最低限とし、 3区は

重機による天丼の破壊の有無を確認することとした。な

お 0区は、調査終了間近に県文化課の指導を受けて拡張

調査 (分布の確認のみ)を した地区である。

検出した遺構は、地下式横穴基22基+α 、濤状遺構20

条+α 、土坑 4基、pit約 10基を検出した。

古墳時代の遺構と遺物

調査区では地下式横穴墓22基 (ST-3001～3022)を

検出したが、+20基程度の未確認墓があったと思ってい

る。うち 1区においては完全な分布状況を把握 している。

ST-3001～ 3006(図 版 7)

未調査であるが、竪坑の規模と形態で構造が推定でき

る。 ST-3003と 3004は 羨門閉塞のタイプで、墳丘を共

有 していたと思われる。残りの4基は竪坑上部閉塞のタ

イプであると思われる。

ST-3007(第 12図,図版 9)

検出時は、玄室天丼が崩落 して黒色土が埋まっている

状況であった。実際は玄室内埋上を除去 していっても、

天丼が崩落 した状況ではなく、黒色系の上だけが埋まっ

ていた。当初追葬坑と考えていた竪坑の 1・ 2層 も、玄

室が埋まって後の掘り込みであり、且つ、青磁片が 1点

出土していた。羨門部西側には、閉塞材をはめ込むため

と考えられる掘り込みがある。竪坑は不整長方形で、 2

段掘り、短辺に羨門があり、長さ1.54m、 幅0.3m、 深

さ0。 6mを測る。羨道は幅0,3m、 玄室は合形で、奥行き

1.26m、 奥壁の幅1.18m、 羨門側の幅1.66mを測る。

ST-3008(第 13図,図版10)

玄室は県道下にあり、未調査である。竪坑は、不整形

で南半部は濤状遺構 (SD-41)に 削られている。 2層

には大量の礫と陶磁器片が混入 していた。羨門には閉塞

材が見られず、板閉塞と思われる。

ST-3009(第 14図,図版11)

竪坑上部閉塞の平入り精円形タイプである。竪坑の北

側から玄室にかけて崩落 し、閉塞石は全て落ち込んでい

た。竪坑底面の幅は0。 37m、 玄室の奥行きは1.52m、 幅

1.96mである。玄室の左側に小刀の破片と木質の輪片

(第29図 -25,26)が 遺存 していた。

ST-3010(第 15図,図版12)

竪坑は隅丸長方形で、長さ1,髄m、 幅1.Om、 深さ0,85m

を測り、短軸に羨門を持つ。玄室は平入り隅丸合形を呈

し、奥行きは1.30m、 奥壁の幅は1.30m、 羨門側の幅は

1.80m、 最大幅は1.94mを測る。閉塞には、板石 3枚を

使用 している。

断面から判断すると追葬は無い。副葬品も無い。

ST-3011(第 16図 )

玄室は県道下にあることから、竪坑のみの調査となっ

た。竪坑プランは一辺60cmの方形を呈し、北辺に傾斜

が付く。深さは1.10mで あり、底面に閉塞石の一部が崩

落 していた。羨道の中位まで黒色土が流入している。

ST-3012(第 17図,図版13)

ST―鍋11の東に位置し、竪坑の南縁と閉塞石を確認した。

北壁断面のA層 (遺構面の黒色土と竪坑・玄室掘削排上が

混ざった土層)は、幅5mにわたり、遺構面から10～15cm

掘り凹めた上に被覆している。このA層によって竪坑の位

置は不明瞭となり、埋葬 (追葬)終了状況を表しているこ

とが推定される。且つ、直径 5m。 厚さ15cm程度と仮

定すると、竪坑・ 玄室の掘削排上量と同量になり、墳丘

を持つことが許されなかった階級の墳墓かもしれない。

ST-3013(第 18図,図版11)

主軸が北寄りの、竪坑上部閉塞 。平入り精円形タイプ

である。竪坑は 2段掘りで、 2段 日は長さ0.58m、 幅0.

40mの長方形で、深さ1.30mである。羨道は短く、玄室

の奥行きは1.20m、 幅2,Om、 高さ0.80mを測る。

玄室の左奥には、片刃長頸鏃 1本と圭頭鏃 1・ 刀子 1・

種類不明 1の 4点 (第29図 -1～ 4)が、中央羨門側に

は赤色顔料の散布がみられた。

ST-3014(第 19図,図版14)

羨門から玄室にかけて崩落 していた。竪坑上部閉塞 。

平入り楕円形タイプで、竪坑の 1段 目と閉塞石は削失し

ていた。竪坑は0,4m四方と小さく、深さは0.90mを 測

る。玄室の床面は竪坑よりも10cmほ ど高 く、奥行き

1.46m、 幅2.16mを 測る。
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玄室の奥側には刀 1振と長顕鏃 7、 鈍 1が、手前には刀 1

振と圭頭鏃 2、 腸快柳棄鏃 1がある (第29図 -5～ 16,第

50図 -129,131)。 飽は、位置的には奥側の一括に含まれ

る可能性が高い。129は長さ46.8cm、 131は 70cmである。

ST-3015(第 20図,図版14)

主軸が北寄りの、竪坑上部閉塞 。平入り橋円形タイプ

である。竪坑は 2段掘りで、 1段 目は 1辺1.20mの 隅丸

方形、 2段 目は長さ0.60m、 幅0。 4～0.5mの略長方形を

呈 し、深さは1.20mで ある。竪坑上部は、細長い板石

3板と拳～人頭大の礫で閉塞 している。

玄室は奥行き1.50m、 幅2.26m、 高さ1.02mを 測り、

床面は竪坑底面よりも最大0.4m低 い。人骨や副葬品は

皆無である。なお、西に接する土層観察用上手で、礫混

じりの掘削排土を検出している (第25図)。

ST-3016(第 21図,図版15)

羨道から玄室にかけては崩落していた。主軸は北寄り、

平入り精円形タイプである。

竪坑は 2段掘りで、 1段 目は長さ約1.6m、 幅1,14m

の長方形、 2段日は幅0.44mで、深さは1～ 1。 lmを測る。

竪坑上部は細長い板石 4枚で閉塞されている。

玄室の奥行きは1.20m、 幅1.90mを測り、奥壁寄りに

被葬者の頭骨と下肢骨、副葬品が遺存 していた。副葬品

は刀 1振のほか鉄鉾 1、 柳葉鏃 1、 腸快柳葉鏃 5が一括

して頭骨の後方に置いてあった (第29図 -17～20,第 50

図-130)。 大刀の現存長は44cmである。

ST-3017(第 22図,図版16)

主軸を北北東に向けた、羨門閉塞 。平入り楕円形タイ

プである。竪坑は長さ1.80m、 幅1.05mの 隅丸長方形で

深さは0.80mを 測る。玄室は崩落 していた。

羨門から玄室に向かって緩やかに下向し、玄室床面と

竪坑底面は0.34mの 差がある。羨門は、長印 .25～0.35m

の板石と拳大の礫で閉塞 している。

玄室の奥行きは0。 97m、 幅1.68mを測る。人骨や副葬

品は皆無である。

ST-3018(第 23図,図版17)

主軸が北寄りの、竪坑上部閉塞・平入り楕円形タイプ

である。竪坑は2段掘りで、 1段 目の北半部は後世の濤

状掘削の際に肖J平されている。 1段 日は 1辺 1.1～ 1,4m

の長方形、 2段 目は長さ0.5～0.6m、 幅0。 4mの長方形を

呈し、深さは1.18mを測る。竪坑上部は、 5枚の板石を花

弁状に重ねて中央に拳大の礫を4個置いて閉塞 している。

玄室の主軸は竪坑よりも西へ傾き、奥行きは1.14m、

幅1.58m、 高さ0,72mを 測る。天丼は ドーム型である。

右中央部には小剣 1振と圭頭鏃 1、 腸快柳葉鏃 1、 長頸

鏃 3が副葬されていた (第29図 -21～ 24)。

ST-3019(第 24図,図版18)

主軸が北向きの、竪坑上部閉塞 。平入り精円形タイプ

である。竪坑 1段 目を含む上位は後世に削平され、天丼

崩落以前にすでに半分近 くまで土が流入 している。現存

する竪坑の深さは1.Om、 底面の幅は0.54mで ある。玄

室の奥行きは1.20m、 幅1.57mを 測る。天丼は、屋根型

に近い ドーム型と推定される。

人骨および副葬品は皆無である。

ST-3020(第 25図,図版19)

主軸が北東向きの、竪坑上部閉塞・平入り精円形タイ

プである。竪坑は 2段掘 りで、 1段 日は長さ約1.40m、

幅1.15mで、 2段 目は幅0.45m、 深さ1.10mで ある。

羨道から玄室にかけては崩落・埋没し、竪坑の東隅は

後世の濤状遺構掘削の際に削失 している。竪坑の上部に

は板石 1枚と礫が残 っていた。

玄室は羨道よりの一段 (10cm)下 がり、奥行き1,20m、

幅1.90mを測る。人骨は遺存 していなかったが、玄室と

羨道の境のあたりに刀子 1点 (第29図 -27)が出土した。

位置的には、移動 している可能性が高い。

ST-3021

未掘であるが、位置と形状から地下式横穴墓とした。

ST-3022(第 26図,図版17)

2区東壁沿いを調査 した際に検出した。

主軸は北寄りで、竪坑上部閉塞 。平入り楕円形タイプ

である。竪坑は 2段掘りで、 1段 目は 1辺1.2～ 1.3mの

隅丸方形、 2段 日は幅0.6m、 長さ0.8m、 深さ1.24mを

測る。 1段 目上半部と閉塞石は削失 している。

玄室の底面はフラットではなく、天丼も凹凸が著しい。

奥行きは0,92m、 幅1.38m、 高さ0。 84～0.54mと 小型で

ある。人骨および副葬品は皆無である。

その他

蕨C-2区の北壁沿いには礫混 じりの黒上が 3ヶ 所あ

り (第 9図の網 目)、 ST-3012と 同様、この地層

を掘り下げれば竪坑が検出できたと思われる。

古代～近世の遣構と遺物

墳墓以外の遺構は、ほとんどが耕地化に伴う濤状遺構

である。
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調査区の北側には、県道 (通称「山麓線」)に沿って

1条の濤状遺構 (SD-41)を 検出した。

直線的ではないものも濤状遺構としたが、幅も広く、

機能が異なると思われる。

SD-41

正確な幅が計測できるのは 1区と2区の境、 2区と3区

の境の上層観察用上手の断面層序図 (第10。 11図)であ

るが、状況は異なる。

第10図では、現状では上面の幅は3.60m、 深さ0。 35～

0.40mで ある。上面は後世の開墾で削られ、原況を復原

すると幅4i6m以上となる。底面は幅1.70mを 測り、直

径 5cm前後の礫が全面に敷かれたような状況で、 しか

も酸化鉄が沈積 して、硬化 していた。埋土に砂粒は含ん

でいない。

第11図を見ると、SD-41構築以前に畦畔や濤状遺構

が存在する。平安時代～中世にかけて墓域は生産の場ヘ

と変わる。先ず畦畔 (SR-05)が 削り出され、SD-51

が掘削された。埋没後、畦畔 (SR-04)が築か

れ、SR-05と の間に濤 (SD-0)が できた。

これらが埋没 (SR-03)す ると、SD-41と 50

が掘削された (幅4.9m)。 SD-50以外の底面

には礫が敷かれた状況で、酸化鉄が沈積 した硬化

面となっている。よってSD-41は石敷道路と推

定する。ただ、 SD-50の 北側は、南側よりも

10cmレベルが高く、硬化も弱い。

出土遺物は少ないが、底面から常滑焼の甕 (第

61図-1)が、上層からは青磁片が出土しており、

戦国期の道路であったと推定される。

SD-43(第 27図 )

北はSD-41と継がり、南東へ 5m延びた所で

南に掘折する。幅は一定ではなく0,3m～0.lm、

掘折部から北の底面は 2列の階段掘りで、石敷道

路に向かって徐々に下降している。形状からみる

と、道路に通 じる小路と考えられる。なお、SD
-41と の切り合いは無いと判断した。出土遺物は

皆無である。

SZ-02(第 8図 )

1辺が4.6～5.3mの不整長方形で、0.4m程度

の掘り込みがある。機能は不明である。

SD-40(第 8図 )

2ヶ 所で屈折する、幅1.1～ 3mの濤状遺構で、

10～ 25cmの凹凸の掘り込みがある。埋土から、土師器

の細片が 3点出土 した。

SD-38(第 8図,図版 6)

ST-3020を囲む、幅1.6-5m、 内径 4～ 7m、 外径 9

～14mの濤である。北東部は直角に張り出し (深さは 5

～lCJcm)、 その南側は 5～10cm低い。西には直径 2～

3m、 深さ0,4mの落ち込みがある。南西部の幅は狭い

が深さは0。 3m前後である。南側はSD-39と合流する。

SD-39は 幅1.2～2.6m、 深さ0.25mで ある。

SD-40の埋土から土師器の細片と青磁片 (14～ 15世

紀)が、上面から薩摩焼の陶器片 3点が出上 しており、

ST-3020の周濤ではないことは明らかである。

蕨C-2区東壁沿い

東壁沿い2mを掘り下げると、埋没遺構が検出された。

南端部では落ち込み (SZ-04)と 須恵器 (第64図 -4・

6)に加えてプラント・オパールも検出され、平安時代頃

からすでに墓域から耕作地べ転化していった様子が伺える。

H=2540M

0                         1m

第 5図 試掘薄 DI拡張区 SK-103 実測図
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第 6図 試掘溝 Cl拡張区・ Dl拡張区出土 土師器 実測図
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表 1 試掘滞Cl拡張区・ Dl拡張区出土弥生土器・土師器観察表

番 号 出土地 。遺構 器 種
法   量 (cm)

口 径 1底 径 1高 さ

調

内 面 1外

整

面 1底 部

色 調

内  面 1外  面
焼  成 胎 土

男6図
1

Cl 土器群 一宝 摩 減 ″ヽ ケ 淡黄褐 淡茶褐 良 1～2ミ リの砂粒・赤褐色粒少景

2 Cl 土器群 一箆 ナ  デ ハ ケ 淡黄褐 黄 褐 良 1～2ミ リの砂粒 少量

Cl 土器群 甕 ナ デ
下半 ナデ

淡茶褐 検 貢 褐 ～
溢 茶 務 学やあまし 1～2ミ リの砂粒 多量

4 Cl 土器群 甕 ナ デ
凹露 アア

罰  ハケ 淡黄褐 淡黄褐 あまい 1ミ リ前後の砂粒 多量

5 Cl 土器群 甕 ナ  デ ナ デ 淡黄褐 淡黄褐 良 1ミ リ前後の砂粒 少量

Cl 土器群 高合付皿 (19) ナ デ ナ デ ヘラ切り 淡黄褐 淡黄褐 ややあまヤ精 良

7 Cl 土器群 婉 ナ デ ナ デ 摩  滅 淡黄 白 淡灰褐 尊やあまし精 良

Cl 土器群 杯 ナ  デ ナ デ 糸切 り 淡黄 白 淡黒灰 良 精 良

9 Cl 上器群 塊 ナ デ ナ デ 糸切り? 淡黄褐 淡黄褐 良 精 良

Cl 土器群 杯 ナ デ ナ デ 糸切 り 淡黄褐 淡 灰 良 好 精 良

11 Cl 土器群 土製品 指 頭 指 頭 黄 褐
東
健警綴 良 1ミ リ前後の秒粒 多量

Dl 撹乱坑 甕
ナ デ
ハカr?

ケ
ケ

コ
テ

ヨ
ク 灰～暗灰 淡茶褐 寧やあまし 1ミ リ前後の砂粒・雲母 少量

Dl SD-34 芥 ナ デ ナ デ 糸切 り 淡黄 白 淡黄 白 良 精 良

Dl SD-34 杯 ナ デ ナ デ 黄 淡 黄 褐 良 1～2ミ リの砂粒 微量
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第12図  ST-3007 遺構実測図 竪坑
Al:淡黒灰色土
A2:淡茶灰色砂質上+淡黒灰色土 (混際・Ⅳ層プロック)

A3:淡茶灰色質土 (混Ⅳ層粗細粒)

玄室 (全て混Ⅳ層粗細粒～ブロック)

Bl:灰褐十淡黒灰色土
B2:淡黒灰十灰褐色土
B3:灰褐色土+淡黒灰色土
B4:淡黒灰+暗灰色土
B5:淡茶灰色砂質土

撹乱
la:淡茶灰色土 (混Ⅳ層細粒)

b:暗灰色土
2a:灰褐+淡黒灰色土 (混Ⅳ層)

b:灰～暗灰色土
3:暗灰十淡黒灰色土 (混 V層 )

H=252 dlM

1:暗灰色土
2:礫+淡黒灰色土
3:淡黒灰色土
4:暗灰+淡茶灰色土

(混 Ⅳ層ブロック)
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第13図 ST-3008 遺構実測図



地下式横穴墓以外の出土遺物 (第28・ 62図 2～ 7)

全体的に遺物は少なく、ST-3015～ 18周辺に古墳時代

の土師器片が10点余り、中世～近世の上師器や陶磁器片

がΠ～Ⅲ層に混入 している程度である。

1は SD-40の北西付近で出上 した土師器で、外面はハ

ケ調整で黄褐色、内面はナデで淡黄褐色を呈する。 2は、

C-0区のⅡ層から出土 した土師器の杯で、糸切底、外

面は淡茶褐色、内面は淡桃褐色を呈する。

小結

当該地区は、古墳時代には墓域として、平安～中世に

かけて開墾が始まり、近世以降は本格的な水稲耕作が始

まっている。幅が広く、屈折 したり深さも一定でない濤

状遺構 (SD-38・ 40)は中世～近世に掘削されている

が、ST-3009・ 13・ 14・ 20な どの地下式横穴墓の墳丘

が遺存 していたために、排水等の理由で掘削されたと推

定される。

――――― H=25440M

9    JP

第14図 ST-3009 遺構実測図
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4.蕨 D地区 (第30図 ,31図 )

圃場整備において道路と水路が設けられる所であり、

地下式横穴墓の存在が予想されたために調査を実施した。

対象地は 3区に分けて、重機によりⅣ層 (ア カホヤ)上

面まで削平 した。

1区はⅥ層まで削平されており、遺構面は表土下0.4

～0,6mである。北西部では幅4CJcm内外・深さ 5～10cm

の濤状遺構を検出した。この濤から北西側は凹地となり

Ⅲ層 (黒色土)が90cm堆積 している。東壁沿いの濤状

遺構は深さ10cm内外で、彎曲している。

2区の北側には、Ⅳ層を掘り出した畦畔 1条が、中央

部には掘立柱建物跡 (SB-01)と 推定される柱穴状遺

構が検出された。形状は円～楕円形で、直径15～45cm、

深さ4～ 9cmと 一様でなく、配列も不完全であるが、

簡易小屋程度の建物跡であろうと思われる。

2～ 3区の東側では、幅 3m前後の濤状遺構を検出し

一部を調査 した。その結果、東肩部は浅い掘り込みで、

幅 2m、 深さ0.7mの本体があり、その東にはⅣ層削り

出しの畦畔 (SR)と 濤状遺構と推定される掘り込みが

あり、畦畔と水路のセットであろうと思われる。

出土遺物は極めて少なく、しかも細片であり、これら

遺構の年代が決定できないが中世後半 (15世紀前後)で

あろうと思われる。

ヽ

―

S T i3012 掘削排土と北壁層序

―

農

第16図 ST-3011 遺構実測図

Al:暗灰～淡黒灰色上
1:ma+礫  A2:淡 黄褐～淡黄灰色砂土

1:黒灰色土十礫
2:淡黄褐色砂土
3:淡黒灰色土 ぐ流入土)

／

／

第17図

-31-



5.久見迫 B地区

はじめに

試掘濤Hlの調査で地下式横穴墓 1基と中世の上残墓

が検出され、 11～ 」2では中世～近世の柱穴や濤状遺

構が検出されたため、道路・水路として施工する範囲に

付いて発掘調査を実施 した。調査区の100m西側では、

昭和47年度の九州縦貫自動車道建設に伴う事前調査にお

いて、地下式横穴墓が10基確認された。当該地区をA地

区とし、昭和63年度調査区をB地区として、以下、報告

する。B地区は4区に分けて、西半分を 1区、東半分を

2～ 4区とした (第32図 )

基本的層序

2～ 4区の南側は、周辺で一番高い微高地であり、現

在、宅地や畑 。山林となっている。調査結果も同様で南

側の遺構面は高く、後世の開墾によって削平 。削失を受

けている。旧地形の礫層が盛り上がる凸面がこの微高地

H=25260M

にあたる。基本的層序は、 1区は他の地区と変わらず、

Ⅲ層 (黒土)の下にⅣ層 (ア カホヤ)が一面に現れるが、

3区では表上の下は礫層 (Ⅷ層)で、 lm近 く削平され

ている。 4区では東に向かって基盤が下降している (第

33図 )。

縄文時代の遺構と遺物 (第70図,図版45)

4区の南壁において、Ⅵb層から掘り込む柱穴状遺構

2基を確認 し、Ⅵ～Ⅷ層内で縄文時代早期の山形・楕円

形押型文土器 (1～ 4)を、近世の溜池状遺構 (SZ―

11)か ら縄文時代晩期の底部片 (5)を検鎚したのみで

ある。

弥生時代の遺構と遺物 (第71図 ,図版45)

遺構は削失 しているが、遺物包合層や中世～近世の遺

構埋土から免田式土器 (1～ 3)や細片が出上している。

器面の摩滅はほとんど無く、付近 (微高地)に集落が存

在すると思われる。

／
メ
ー
‐く

第18図  ST-3013 遺構実測図
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古墳時代の遺構と遺物

1～ 3区において、地下式横穴墓13基 (ST-4001～

4013)と土墳墓 (SK-107,110)を 調査した。当該地

区には、中世の遺構が多く、攪乱されている。

ST-4001(第 34図 ,図版24)

検出時、玄室の右裾部に風倒木痕が重複 していたが調

査員 (筆者)の確認が薄かったために遺構との関係が不

明瞭になった。

当墳墓は主軸を北東に向けた、羨門閉塞 。平入り楕円

形タイプである。風倒木の影響で、玄室の右半分は掘 り

肩が不明瞭である。断面層序図とで推定すると竪坑は、

長さ1.3m前後、幅1.5m、 深さ0.6mを測る。羨門には

アカホヤ塊が小量遺存 していた。玄室左側は中央に突出

部があるものの旧状を保つ。玄室の奥行きは1.4m前後、

幅は2.8m前後と推定される。

玄室の奥壁沿いには、床面か ら30cmの レベルに折れ

曲がった大刀 1振 (第50図 -127)が、左側には小刀 1

と圭頭鏃 2、 三角形長頸鏃16本が折れて混在 した状況で

あった (第46図 -1～ 20)。 大刀の現存長は38cmで あ

る。

ST-4002(第 35図,図版25)

中世の柱穴に穿たれ、上部50cm程 度が削平された、

主軸が北寄りの羨門閉塞・平入り精円形タイプである。

竪坑は長さ1.66m、 幅1.32mの D字型を呈し、深さは0.

56mで羨門前が一段低い。羨門はアカホヤ塊で閉塞され

ている。羨道底面は緩やかに上昇 し、玄室の床面が高く

なる。玄室は奥行き1.35m、 幅2.16mを 測る。副葬品は

3群に分かれ、圭頭鏃 3、 三角形長頸鏃 3、 刀子 1(第46

図-21～27)がみられた。また、奥壁沿い中央部と右裾部

には赤色顔料 (朱か)がみられ、少なくとも2体の被葬

夢
８
お
Ｒ

＝
直

第19図  ST-3014 遺構実測図
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者が推定できる。

ST-4003(第 36図,図版26)

中世の柱穴に穿たれ、羨道から玄室にかけての天丼は

崩落 し、上部50cm程 度が削平されている。主軸は北寄

り、羨門閉塞・平入り楕円形タイプである。竪坑は長さ

1.5m、 幅1.3mの D字型を呈 し、深さは0.6mを測る。

玄室の奥行きは1.40m、 幅は1.90mを測り、右奥に三

角形鏃 1、 三角形長頸鏃 2、 刀子 2(第46図 -28～ 32)

が副葬されていた。

ST-4004(第 37図,図版27)

羨道部の攪乱が著しく、上部3∝m程度の削平を受ける。

主軸は北寄り、羨門閉塞・平入り略方形タイプである。

竪坑は長さ1.65m、 幅1.6～1.7m、 深さ0,78mを 測る。

羨門はアカホヤ塊で閉塞される。玄室はいびつで、左側

には50c面程度「側面」としての意識がみられる。奥行き

は1.50m、 幅1,70mで、高さは0.40mと 極めて低い。

副葬品は多く、大刀 1振のほか圭頭鏃 2、 三角形鏃 2、

腸挟柳葉鏃 1、 柳葉長頸鏃 1、 三角形長頸鏃 8、 三角形

片逆刺長頸鏃 と、型式不明鏃 と、刀子 1、 小刀 と、轡 1

がある (第47図 -33～56,第50図 -128)。 大刀は鋒を

欠き、現存長43,2cmで ある。

人骨は遺存 していなかったが、鉄鏃が 3群であること

から、被葬者は 3人と推定する。

ST-4005(第 38図,図版28)

上部20～30cmが 削平され、主軸が北東に屈折する羨

門閉塞 。平入り楕円形タイプである。

竪坑は長さ1.60m、 幅1,2～ 1.54mの 略台形を呈 し、

深さは1,06mを測る。羨門はアカホヤ塊で閉塞される。

玄室は奥行き1.40m、 幅2.06mで、羨道よりも若干高い。

副葬品は豊富で、剣 1振のほか圭頭鏃 1、 片刃長頸鏃
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5、 三角形長頸鏃 3、 型式不明鏃 1、 刀子 1がある (第

48図 -64～80,第50図 -126)。 剣は70.4cmを 測る。

人骨は遺存 していないが、副葬品の位置から被葬者は

2～ 3人と推定される。

ST-4006(第 39囲 ,図版29)

玄室の左側と上部20～30cmを 後世に掘削され、天丼

が崩落 していた。主軸は北東で、羨門閉塞 。平入り楕円

形タイプである。

竪坑は長さ1.7m前後、幅1.6mの D字形を呈し、深さ

は1,Wmを測る。羨門はアカホヤ塊で閉塞される。

玄室は奥行き1.46m、 幅2.4m前後である。奥壁側に

は赤色顔料があり、片刃長頸鏃 2本と三角形長頸鏃13本、

不明 2本の束が、手前には刀子 2と鉄鏃の茎部 2が副葬

され、刀子 (94)の手前に人骨片が遺存 していた (第48

図-81～ 95)。

副葬品の配置から、被葬者は 2～ 3人と推定される。

ST-4007(第 40図,図版29)

調査当初は竪坑のみ検出し、調査区外も拡幅して玄室

の状況を確認 したところ、天丼は崩壊 して埋没 していた

ので保存することとした。

上部が20cm程 度削平され、主軸を南南西にとる羨門

閉塞のタイプである。竪坑は長さ1.駆 n、 幅1.34mの D

字形を呈 し、深さ0,80mを 測る。羨門はアカホヤ塊で閉

塞 している。

ST-4008(第 41図,図版30)

玄室の天丼は崩落し埋没 していた。主軸は南東寄りで

羨門閉塞 。平入り楕円形タイプである。

竪坑は長さ1,60m、 幅1.40mの D字形を呈し、深さ0。

84mを測る。羨門はアカホヤ塊で閉塞される。

玄室は奥行き1.58m、 幅2.30mを測る。左奥は突出し、

その手前に柳葉鏃 1と 長頸鏃 4、 刀子 2が一括 して副葬

されている (第47図 -57～ 62)

人骨は遺存 していない。

―――――H=25411M
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ST-4009(第 42図,図版31・ e2)

当初は玄室上面周辺に黒色土と焼上が堆積 しており、

掘り下げたところ、地下式横穴墓であると判明したため

土層観察用土手を除去 して竪坑まで検出した。

主軸は西向きの、羨門閉塞・平入り精円形タイプであ

る。竪坑は長さ2m、 幅1.7mの 隅丸長方形を呈し、深さ

は1.lmを 測る。羨門はアカホヤ塊で閉塞される。

玄室は 1段高くなり、幅2.49m、 奥行きは0.8～1.5m

の不整形を呈する。中央部には、腸快柳葉鏃 1点のほか

三角形鏃 1、 三角形長頸鏃 7、 刀子 2が一括 して副葬さ

れていた (第48図 -96～ 111)。

人骨は、遺存 していない。

ST-4010(第 56図左上,図版32)

近世の溜池状遺構掘削により竪坑から玄室の半分以上

を削失 し、残存部も天丼が崩落 していた。

主軸は北寄りで、玄室の幅は2.2m前後と推定される。

左奥にあたるところから片刃鏃 1点が出土 した (第47図

|

-63)。 人骨は遺存 していない。

ST-4011(第 43図,図版33・ 35下 )

主軸は東南東に向き、玄室は微高地の斜面に位置して

いる。玄室側は上部40c程度が削平され、天丼も崩落 し

ていた墳墓で、羨門閉塞・ 平入り精円形タイプである。

竪坑は長さ1.88m、 幅1.40mの D字形を呈し、 3段掘

り、最深部の深さは0.94mを 測る。羨門はアカホヤ塊と

礫で閉塞される。羨道から玄室へは急上昇 し羨道の幅も

広がる。

玄室は奥行き1.40m、 幅2.04mを 測る。副葬品は豊富

で、小刀 1点のほか腸扶柳葉鏃 1、 三角形鏃 1、 方頭

鏃 1、 長三角形長形鏃 5、 片刃長頸鏃 1、 形式不明 1、

轡 1がある (第49図―■2～ 125)。 また配置状況から、

被葬者は 2～ 3人と推定される。

ST-4012(第 44図,図版34)

主軸を北東にむけた、羨門閉塞・平入り楕円形タイプ

であり、玄室の天丼は崩落 していた。

0                 1n

―
＼
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竪坑は長さ1.82m、 幅1.68mの D字形を呈し、深さは

0.88mを測る。羨門はアカホヤ塊で閉塞される。

玄室は奥行き1.20m、 幅2.08mを 測る。人骨および副

葬品は皆無である。

ST-4013(第 45図,図版35)

Ⅲ層上面から掘 り込む竪坑を検出した。羨門閉塞 。平

入り楕円形タイプである。

竪坑は長さ2.2m、 幅1,3mの D字形を塁 し、深さは

1,18mを測る。羨門はアカホヤ塊で閉塞される。

玄室は天丼が低 く (0.3～0.5m)調査が困難であった

ことから重機で半我 した。奥行きは1.34m、 幅は約 2m
である。人骨および副葬品は皆無である。

SK-107(第 32図,図版36)

3区の西側で検出した、長さ1.2～ 1.5m、 幅0.95mの

合形を呈し、深さ0.lmで長軸を東西に向けた土墳墓で

ある。当遺構の検出面はⅧ層 (礫層)上面であり、上部

約 lmが削平されている。

北西隅には轡 (第52囲 -1～ 3)が副葬されていた。

SK… 1lo(第 51図,図版37)

長軸がほぼ東西で、長さ1.53m、 幅1.16mの 精円形を

呈 し、深さは0,90mを 測る。

底面近くで、轡 (第52図 -4・ 5)カミ出土 した。断面

層序から、木棺墓の可能性が推定される。

その他古墳時代の遺物

ST-40■竪坑の西側において、土師器と須恵器が散

在 していた (第55図,表 6)。 土師器は壷と甕が多く、

須恵器は甕の胴部だけで、破砕された状況でもない。位

置的には、 ST-4008か 4011の 墳丘祭祀に用いられた土

器であると推定される。

試掘濤Fの西側では須恵器の杯身を表採 (第64図-1,

表10)し、SZ-11か らは杯蓋 (第飩図-2)が 出上し

ており、付近の墳墓群の祭祀年代を示 している。

中世以降の遺構と遺物

微高地縁辺にあたる当該地区は、中世になると集落が

営まれ、墓域は廃絶される。柱穴は近世末までを合めて約

1,000基検出したが、建物の復元にまでは至っていない。

0            1m
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